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著作権制限規定の意義

－市場の失敗とフェア・ユース－

第 回知的コミュニティ基盤研究センター研究談話会

著作権侵害

著作権制限規定

事件の本質
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著作権法の構造

著作権の内容（法定の著作物利用行為）
複製、公の利用行為等を行うと

→原則として、 が成立する

ただし、 に該当する行為であれば
→非侵害

著作権制限規定の置き方
日本：個別具体的な制限規定
米国：一般条項（フェア・ユース）の存在

フェア・ユース（米国著作権法 条）

批評、解説、ニュース
報道、授業、研究また
は調査等を目的とする
著作権のある著作物の
フェア・ユースは、著作
権の侵害とならない。

＜考慮要素＞

１ 使用の目的と性質
２ 利用された著作物の
性質
３ 利用部分の量と実質
４ 著作物の潜在的市場
あるいは価値に与える影
響

による市場の失敗理論

第一のテスト：市場の失敗が存在すること
第二のテスト：被告への利用の移転（利用を許すこ
と）が社会的に望ましいこと
第三のテスト：利用を許すことが著作権者に実質的
な損害を与えないこと

第一のテスト～第三のテストの全てを満たす場合
→ フェア・ユースを適用

事件

科学・技術雑誌の出版社が、企業 に対し、
の研究科学者による雑誌論文の複写につ

いて著作権侵害を主張
審理対象として選出されたのは、 の科学技
術者 による、八つの雑誌論文の複製

施設において雑誌 は三冊予約購読さ
れており、 は、雑誌が彼の所に回覧されてき
たときや、他の論文で言及されていたときなどにこれらの
各論文について知り、必要になったときに利用できるよう
に彼のファイルに複写物を保管していた。

判決（多数意見）

：
科学論文の複製、あるいは研究者による論文の複製ではな
く、 から 人の科学者による の制度的・組織的
な複製がフェア・ユースにあたるかという問題

第一の要素（利用の目的と性質）
→ に不利

第二の要素（著作権のある著作物の性質）
→ に有利

第三の要素（使用された部分の分量と実質）
→出版社に有利
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判決（多数意見）
第四の要素（潜在的市場あるいは価値への影響）

雑誌予約購読・バックナンバーの市場
→若干出版社に有利
許諾料収入への影響： （

）による市場の成立
→出版社に有利と判断

著作権者から委託を受けて、
著作物利用者から使用料を徴収するシステム

判決以前／ 設立以前
－ ＆ 判決－

（国立衛生研究所）の技術図書館と （国立
医学図書館）の複写サービスが問題となった事案
図書館側が勝訴

図書館複写サービスにより実質的な損害が生じたという
こと、あるいは生ずるであろうということが立証されていな
い
このような複写サービスを侵害と断じれば、医療及び医
療研究は被害を被る

による理論の修正
ー市場の失敗の分類論ー

第一のカテゴリー：市場の機能不全・技術的失敗
→ 免責（ ）

第二のカテゴリー：本来的な市場の制限
→ 正当化（ ）

「正当化」ケースの場合、取引可能性の拡大などの技術
的変化はフェア・ユースの利用可能性を減じさせない

の立場の変化
金銭的利益、著作権者の利益の重視 →

、 の重視へシフト

非金銭的価値を重視する議論より

表現の自由
ロック的但書きと表現の自由

ギフト －感謝と創造性－

民主主義
サイバースペースと民主主義（ ）

人間の行動の自由の確保
「第三の波」論

結びに代えて：著作権制限規定の意義

目的に応じた著作物利用
情報の自由流通の要請

著作権の拡大

権利範囲や存続期間の制度内在的な拡大
「複製」の技術的拡大
契約可能性の拡大（集中処理機関、クリックオン契約）

著作権制限規定の積極的意義

主な参照文献・判決
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CCC（集中処理機関）

非金銭的利益 利用者の利益
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